
前橋市立前橋高等学校 学校評価一覧表② （令和３年度版） （様式２）

羅 針 盤 達成度
改 善 状 況 の ま と め 学 校 関 係 者 評 価 次 年 度 の 課 題

評価対象 評価項目 具体的数値項目 ① ② 総合

Ⅰ 特色あ １ 特色ある教 ①地域活性化プロジェクト「めぶく」 学校生活全体を通じて生徒が主体的に活動し、自分 内部評価と比較して外部アンケートの評 生徒の自己有用感を高める活動に
る学校づ 育活動を行って に主体的に取り組んだと感じてい Ａ Ａ Ａ の役割を認識することで、自己有用感を得られるよう 価が低いので、指導内容の見直しを行う必 ついての企画・立案の工夫を継続し
くりに努 いますか。 る生徒の割合が７５％以上である。 な取組を図った。習熟度別クラスにおける到達目標を 要がある。主体的・対話的な学習活動を積 ていく。生徒の能力に応じた教材の
めていま ②習熟度別で履修をすることにより 明確にし、生徒が取り組むべき課題を自覚させること 極的に取り入れる努力を継続するととも 精選と授業展開の工夫についてさら
すか。 生徒の７５％以上が学力が向上し Ａ Ａ Ａ で学習意欲を喚起することができた。総合的な探究の に、個々の生徒への評価方法や還元の仕方 に検討する。生徒が主体的に取り組

たと感じている。 時間に取り組んだ地域活性化プロジェクト「めぶく」 を工夫し、学習成果を認識できるような指 める課題の設定や、協働学習による
③少人数制で履修することにより、 において主体的・対話的な学習活動を展開し、個々の 導を行う必要がある。 考察の深化、さらに情報を発信でき
生徒の７５％以上が思考・判断・ Ａ Ａ Ａ 生徒が達成感を得られる機会を設けることができた。 る授業展開を目指す。
表現力が向上したと感じている。

Ⅱ 生徒の ２ 生徒の実態 ④学習に対する達成感や満足感をも Ａ Ｂ Ｂ 学力の定着度を確認するための振り返りや小テスト、 進路実現のために必要な学習時間が十分 到達度テストや実力テストなどを
意欲的な に応じた指導 っている生徒が８０％以上である 自己評価や他者評価などを積極的に行い、生徒自身に に確保できているかについては、外部アン 活用することで、客観的な基準をも
学習活動 すか。 ⑤「授業がわかりやすい」と評価して Ａ Ａ Ａ 学習成果を認識させるとともに、つまずきを分析させ、 ケートの評価が高く、自己評価とのずれが とに成長を実感できる指導を継続す
について いる生徒が８０％以上である。 個に応じた学習方法を提示するなど理解を深めるため 見られる。面談等を通して認識の違いの原 る。評価方法を工夫することで、つ
適切な指 ３ 生徒は確か ⑥「授業を通して学力がついた」と の指導を行うことができた。また、生徒が主体的に考 因について確認する必要がある。また、効 まずきの分析と理解の深化のための
導をして な学力を身に 評価している生徒が７０％以上で Ａ Ａ Ａ え、共働的に学び合える授業を展開することで、学び 果的な指導方法を教員相互で共有すること 具体的方策を意識させることで、学
います つけています ある。 に向かう力の向上を実感させることができた。 で、進路や学習に対する意識を高めさせる びに向かう力や意欲を向上させる指
か。 か。 ⑦進路実現のために必要な学習時間 必要がある。 導をしていく。

が充分に確保できている生徒が Ｄ Ｄ Ｄ
６０％以上である。

Ⅲ 生徒の ４ 組織的・継 ⑧職員会議や学年会議において、生 生徒情報について、職員会議や学年会議において 生徒指導上の大きな問題はなかったが、 情報モラル関連といじめ対策につ
充実した 続的な指導を 徒に関する情報交換を月に4回程度 Ａ Ａ Ａ 職員間の連携を取ることができ、諸問題について早 交通事故防止については、ヘルメット着 いての指導の難しさがあり、どのよ
学校生活 行っています 実施している。（８０％以上） 期に対応することができた。学校いじめ防止基本方 用とともに徐々に意識が高まっている。 うに指導し対策していくかが今後の
について か。 ⑨登校時指導（朝学習も含め）を週 3 Ａ Ａ Ａ 針の周知も生徒と保護者に行き届くようになり、悩 事故件数も昨年より減少し、今後も継続 課題である。生徒一人ひとりが ICT
適切な指 回以上実施している。（８０％以上） みや相談事についても教育相談と連携を図り対応す して指導していきたい。いじめ問題につ 関連について正しい理解をし、便利
導をして ５ 学校はいじめ ⑩学校は「学校いじめ防止基本方針」 ることができた。ゴミの分別について、周知徹底す いても、早期発見早期対応を心掛け、全 な機能を有効活用できるようにして
います の防止や早期発 について、生徒に説明していると ることがなかなかできなかったが、係を中心に分別 体での研修を重ね、職員全体で取り組ん いきたい。また進路指導部と連携し、
か。 見に向けた取組 認識している生徒が８０％以上で Ａ Ａ Ａ 指導が行き届くようになり、美化活動の意識も向上 でいく必要がある。 学習指導や個々のスキルアップ向上

を積極的に行っ ある。 することができた。 に生かすことを目指していく。
ていますか。
６ 生徒は健康 ⑪学校と家庭の連携の中で、怠惰な
で、規則正し 遅刻がないと自覚している生徒が Ａ Ａ Ａ
い学校生活を ９０％以上である。
送っています ⑫ゴミを分別し、学校内の美化を心
か。 がけている生徒が８０％以上であ Ｂ Ａ Ｂ

る。
Ⅳ 生徒の ７ 計画的な指 ⑬「自己の生き方」と「将来の職業 ICT機器導入元年として、スタディサプリやClassi 地域活性化プロジェクト「めぶく」や特 ICT の活用については、今後更に
主体的な 導を行ってい との関連について考えている生徒 Ｂ Ｂ Ｂ NOTEを効果的に活用した。 別活動での取組を生かし、生徒への声かけ 有効に活用するため、職員研修を充
進路選択 ますか。 が８０％以上である。 地域活性化プロジェクト「めぶく」を通して、市前 を充実させた。保護者はもちろん、地域の 実させる。地域活性化プロジェクト
について ⑭生徒の将来の志望について理解し Ｂ Ａ Ｂ 生に身につけて欲しい６つの力を伸ばす取り組みを充 方々にも開かれた学校になるため、情報提 「めぶく」の取組については、興味
適切な指 ている保護者が８０％以上である 実させた。赤城青年の家の「地域探究プロジェクト」 供に努める進路通信をさらに充実させる必 ある学びを見つけられる指導の充実
導をして ８ 生徒は自らの ⑮進路通信や進路情報誌などを活用 では、関東・甲信越ブロックにおいて最優秀賞（個人） 要がある。 を図るとともに、3 年次の進路実現
います 進路について真 している生徒が８０％以上である。 Ｄ Ｄ Ｄ を受賞し、全国ステージにおいて金賞を受賞した。学 に積極的に生かしていく。
か。 剣に考え、その 習指導においては、進路実現計画「さ霧晴れて」に基

実現に向けて取 ⑯進路実現に向けた指導に満足してい づいて、二者面談を中心とした個別指導を適切に実施
り組んでいます る生徒が８０％以上である。 Ｂ Ｂ Ｂ した。
か。

Ⅴ 開かれ ９ 家庭、地域 ⑰学校のWebページやオレンジメール Web ページを今年度大幅にリニューアルし、生徒 従来のメールに加えて classiや classroom 引き続き Web ページの更新を積
た学校づ 社会に積極的 で学校の情報を確認している保護 Ａ Ｂ Ｂ が活動している様子を増やすなどして、内容を充実 による情報発信は有効であった。保護者 極的に行う。また、保護者も参加で
くりに努 に情報発信を 者が８０％以上である。 させるように努めてきた。行事関連の連絡だけでな は Web ページによって学校の情報を得 きる学校行事が再開される際には、
めていま していますか。 ⑱保護者と生徒の合同行事が年２回 く、新型コロナ関連の連絡もメールやclassiなどを るため、Web 更新を頻繁に行うなど情報 Web ページ等を活用して情報発信
すか。 以上実施されていることを認識し Ｂ Ｂ Ｂ 通じて確実に届くことを目指して情報を発信した。 発信にはさらに努めていきたい。 を行う。

ている保護者が８０％以上である。
Ⅵ 教育の 10 ICTを活用し ⑲授業や家庭学習において 新型コロナ感染症拡大に伴う家庭学習期間中は、 外部評価をみると、ICT を活用してい 授業や家庭学習で ICT を活用して
デジタル た指導を行っ Chromebookを活用する教職員の割 Ｂ Ｂ Ｂ 学級担任がオンラインでの HR 活動を、各教科担任 る割合が増加し、保護者にもオンライン いる教職員の割合が伸びていないた
化に努め ていますか。 合が８０％以上である。 が授業配信や課題の提示・回収を行うなど、ICT を の利用が浸透しつつあると感じる。第２ め、多くの教職員が日常的に活用で
ています ⑳ICTを活用した授業や探究学習に満 効果的に活用することができた。また、ICT を活用 回学校評価アンケートの自己評価では、 きるよう、教材の共有化を促進し、
か。 足している生徒が８０％以上であ Ｂ Ａ Ｂ した各種調査やアンケートに関しては、紙面による 授業や家庭学習においてChromebookを活 職員研修を通して教職員の ICT 活

る。 連絡等を併用し ICT 活用を促進することで、保護者 用している教職員の割合が、わずかに減少 用スキルの向上を図る。また、classi
11 ICTを活用し ㉑学校行事の出欠確認や各種調査へ の利用率が徐々に向上している。欠席連絡や行事へ している。オンライン授業が行われていな を利用していない保護者に対して紙
た業務改善を の回答および集約が便利になった Ｂ Ｂ Ｂ の参加申し込みをオンライン化することで業務の軽 い期間中も、ICT を効果的に活用した授業 面による活用の呼びかけを継続し、
行っています と感じている生徒・保護者・職員 減を図ることができた。 が展開できるような工夫が必要である。 ICTの利用を促進する。
か。 の割合が８０％以上である。

㉒ICTを活用したアンケートに回答し
ている生徒・保護者の割合が９０ Ｄ Ｃ Ｄ
％以上である。


